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発行にあたって

このたび平成14年度• 平成15年度に実施しました国見中部地区圃場整備事業に伴う

石原遺跡の緊急発掘調査の報告書（概報）を発刊することになりました。

石原遣跡は，国見町のほぽ中央部に位置し，両脇を河川に挟まれたなだらかな丘陵

上に所在します。
ふげん

南側には雲仙普賢岳がそびえ，頂上付近には平成新山と名付けられた溶岩ドームが

噴火の生々しさを今に伝えています。北側に目を移せば，眼下には有明海が広がり，

佐賀県・福岡県・熊本県までも一望することができます。

これまでの調査において遺跡からは，旧石器時代から中世までの幅広い時代の遺
やふさ

物・遺構が発見されており，その一部はすでに報告（石原遺跡・矢房遺跡2003)済み

であります。今概報では石原遺跡12区より検出された旧石器時代の遺物を報告いたし

ます。当地区からは4層に細分される旧石器時代石器群が検出されており，県内でも

きわめて稀な資料であります。点数は少ないながら分布や石材に違いが見受けられ，
ひじくろ

また，遺跡西側に流れる土黒西川の流れと共に暮す祖先たちの生活が垣間見えます。
あいら

今報告では火山灰分析により，指標火山灰である 「姶良Tn火山灰」も検出されてお

り，より緻密な石器群の変遷を捉えることができたと考えております。

国見町の緑豊かな農業地帯も，近年の農業基盤整備に伴い変貌しております。この

ような情勢の中で，祖先の貴重な文化遺産を保護し，これを後世に伝えることは，私

たちに課せられた重要な責務であります。

本町では，このような事態に対処するため，遺跡発掘調査を行い保存・保護に努め

てまいりました。調査の成果を公開する一つの手立てとして報告書を作成いたしまし

たが，遺跡の宝庫といわれる本町にとりましては，貴重な歴史と文化を理解するうえ

で大きな役割を果たすものと期待しております。

最後になりましたが，今回の調壺に当たり，地元地権者の皆様，工事関係者の皆様，

大学・博物館関係の諸先生方ならびに長崎県学芸文化課の皆様のご指導に衷心より感

謝申し上げ発刊のことばといたします。

平成17年3月31日

長崎県国見町教育委員会

教育長原 宮之



例 口

1. 本報告は2003年（平成14年度～平成15年度）に実施した国見中部地区県営圃場整備事業に伴う長

崎県南高来郡国見町に所在する石原遺跡の緊急発掘調査の報告（概報）である。

2. 調査は国見町教育委員会が担当した。

発掘調査は下記の期間実施した。

2003年3月12日~2003年6月10日（平成14・15年度） 石原12区~18区， 26区~28区

3. 調査体制は次のとおりである。

調査主体国見町教育委員会教 コ目 長 原 宮之

同 教育次長 吉田正昭

同 社会教育係長 柴崎孝光

調査担当 同 文化財調査員 竹中哲朗

同 社会教育係 辻田直人

4. 現地での遺構・遺物の実測は酒井由紀子 ・東文子 ・林繁美 ・竹中 ・辻田が行い，遺物の実測・製

図は早稲田一美・辻田が行った。写真は現地調査を竹中 ・辻田が，遺物写真は辻田が行った。

5. 遺構実測の一部は（株）埋蔵文化財サポートシステムに委託した。

6. 自然科学分析は（株）古環境研究所に委託した。

7. 空中写真撮影業務は（樹九州文化財研究所に委託した。

8. 本遺跡の遺物及び写真・図面等は国見町埋蔵文化財整理室で保管している。

9. 本書で用いた方位はすべて真北であり，国土座標は旧日本測地系による。

10. 発掘調査にいたる経緯，国見町の概要，地理的・歴史的環境などは国見町文化財調査報告書第3

集「石原遺跡・矢房遺跡」において報告済みでありそちらを参照願いたい。

11. 現地調査および本書の刊行にあたって多くの方々からご助言いただいた，記して謝意を表します。

長岡信治（長崎大学教育学部助教授），早田勉（古環境研究所），萩原博文（平戸市教育委員会），

川道寛（長崎県学芸文化課），渡邊康行（埋蔵文化財サポートシステム），宇土靖之（長崎県有明

町総合文化会館），九州旧石器文化研究会，福岡旧石器文化研究会，長崎県教育委員会，（株）野

田建設（順不同）

12. 本書の執筆・編集は辻田直人による。
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12区 fサンプリング状況

13区深堀トレンチ土層堆積状況
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28区深堀トレンチ土層堆積状況（下層）
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第5章総
第1節概 要
-19・20区（前回報告分）の状況一

辻田・竹中2003で報告済みの19・20区について概観する。第18圏は前回

報告時に掲載できなかった土層と遺物垂直分布の対比である。 19・20区は

a~eに区分して調査を行っている。土層図に見られるように全面にわ

たって第VIb層が検出されており，そこを中心に石器群や礫群が検出され

ている。第18図の平面分布と垂直分布のドットは石器類のみで，礫群（点

線の範囲）は掲載していない。調査は一部第VIe層まで行っているが概ね

第VId層上面までである。今回報告分と同様に農道拡幅に伴う調査であり，

全ての地区で工事深度はクリアしている。よって，さらに下層で石器群の

検出される可能性はあろう。調査では 4箇所の集中地点を検出しており，

石材や器種によりそれぞれ偏りが見られることが確認されている。第 1. 

第4集中地点はトゥールや使用痕のある剥片が集中し石器の使用に関する

場所，第2. 第3集中地点はチップやブランティングチップ，また，角閃

石安山岩の礫群が検出されており，石器製作にかかる場所もしくは不要物

の廃棄場所とも考えられる。石材も黒曜石が数種類に分類（肉眼観察）で

き，その分布から石器の持ち出し・搬入の様子がうかがえる。 bの深堀卜

レンチでは第VIe層まで検出しているが，今回報告の12区とほぼ同様の堆

積である。ただ 1点， 12区で第VIb層上に検出された礫層の堆積が見られ

ないが， 19・

20区と12区の

第VIb層以下

は土色・土質

共にまった＜

同様であり同

時に堆積した

土層と考えら

れる。よって，

19・20区の石

器群と12区の

第VIb層石器

群は同時期の

ものとして捉

えられる。 12

区は火山灰分

析を実施して

いないが，今

回の分析デー

タをそのまま

活用できると

考えられる。

戸
尋
“

第18図
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-12区の状況ー

左図は12区の土層と遺物垂直分布

の対比である。調査区の東壁（平面

分布図左側）の土層図との対比であ

り，西側寄りに遺物の集中が見られ

るKでは本来の土層範囲の中に収

まっていないが，士層の傾斜による

ものである。いずれの石器群も平面

分布・垂直分布ともに非常にまとま

りのある状況がみてとれる。 12区は

19・20区に比べると調査区の幅が2

/3ほどしかなく，非常に細長い調

査区である。遺物の出土数が19・20

区に比べて少ないが，第VIb層の出

土状況を見るにつき，調査区の幅に

起因しているとも考えられる。これ

までにも述べたが， 12区の石器群は

各土層で時間差が想定される。その

根拠としてまず平面分布・垂直分布

ともに非常にまとまりが見られる，

出土遺物に移動による摩滅などが見

られない，各士層の石器群ごとに石

材や器種の偏りが見られる，等が考

えられよう。特にm第VIC層石器群

では 2時期の礫群が検出されており，

より細かい時間幅での人類の活動の

痕跡を捉えたものであろう。また，

石器群はほとんどがトゥールや使用

痕のある剥片である第VIf層石器

群• 第VId層石器群と，残核やチッ

プなどの砕片も多く見られ石器製作

の痕跡が残る第VIb層石器群とでは

石器組成の違いがみられる。このこ

とは遣跡の「場の利用」の差異を表

しているのではないだろうか。もち

ろん遺跡全体を調査できているわけ

ではないので断定はできないが，

19・20区の調査結果からも，時期に

よって遺跡内での活動内容に変化が

読み取れるであろう。石原12区では

石器組成などの物質的な変化だけで

なく，遺跡内での人類活動内容の変

移もみる事ができる良好なデータを

提供してくれている。

総括 26 



第2節 出土石器の検討
ー各層石器群の変遷一

これまで見てきたように石原遺跡19・20区及び12区では4層に分かれて石器群が検出されている。

下圏（第21図）は各層石器群の検出地点をあらわしたものである。アミ部分は未掘範囲であり石器群

の埋蔵されている可能性もあるが， 19・20区及び12区にかけての全面からまとまりをもって検出され

ている第VIb層石器群に比べると，下位の石

器群は出土点数 ・出土地点共に非常に少ない。

時期ごとの「場の利用」の差異を表している

ものと考えられる。また，第VIb層石器群は

19・20区に分布の中心がみられ，出土遺物の

内容も下位の石器群と大きな違いが見られる。

下位の石器群は12区k付近にその中心がある

が，出上遺物の内容から，石器製作の痕跡が

あまり感じられない。それに対して，第VIb 

層石器群はトゥール以外の剥片・砕片類が豊

富にあり，石材獲得後，この地において石器

の製作から使用までの一連の活動を行ってい

た，と考えられる。第VIf層石器群～第VIC 

層石器群の出土する12区k付近と第VIb層石

器群の分布の中心がある19・20区は50m程

の距離であり，石器出土地点の移動は西側を

流れる土黒西川の流れと密接に関わるものと第4章①Jt 

推測されよう。

12区

※アミ部分は未発掘

石器群の埋蔵されている士層については河

川の影響を受けながら堆積してきたものと報

告してきた。石材の偏りや，分布の集中など

を根拠に石器群の時期差や一括性を述べてき

たが， 19·20区北側（図では下• 第2図）の

21 区，また， 12区の南側（図では上• 第2医）

の13区~16区では第VIb層から石器の検出は

見られない。特に13区~16区は12区の第VIb 

層石器群の検出を受けて，同様に 4mグリッ

ドで旧石器の検出を狙って調査をしており，

調査深度も第VId層付近まで達している。第

VI b層以下の土層は，20区~16区（第2図参

照）の全面 (150mの範囲）に検出されてい

るが，報告してきたとおり 19・20区及び12区

(80mの範囲）でしか石器は検出されてい

ない。このことも，今同報告の石器群の時期 ¥J第VIb層 ¥j第VIc層 、第¥/Id層 ン第¥/If層

差・ 一括性の根拠となろう。 第21図 19・20区及び12区各層石器群の分布状況(1/ 400) 

゜
10m 
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第22図 12区層別出土石器(1/3)

ー各層石器群の内容一

上図（第22図）は12区各層別の出士石器である。各層毎に特徴を見て行くこととする。

第VIf層：総出土点数7点 (1点は細片のため未掲載）全てが黒曜石である。 30のみ青灰色黒曜石

製で，それ以外は同一母岩（肉眼観察）と考えられる黒色黒曜石製である。不定形の剥片を素材とす

る小型のナイフ形石器や台形石器を特徴とする石器群である。また， ピット状遺構も検出されている。

第VId 層：総出土点数 6 点全てを掲載している。安山岩製の剥片石器及び安山岩• 黒色黒曜石の

使用痕を有する石器群である。器種は掻器・削器で，使用痕を有する剥片も掻器状の使用が認められ

る。剥片剥離は第VIf層と同様に不定形の測片を素材とする剥離技術が見られ，第VIf層と共通する。

第VIc層：石器の出土は 2点にとどまるが，重複する礫群が検出されている。 43は青灰色黒曜石

で，背面の剥離痕から不定形の剥片を剥離する剥離技術が見られる。重複する礫群は大きさが人頭大

の角閃石安山岩（在地）も含まれており， 2時期にわたるものと考えられる。第VIf層から第VIb層

においてこのような大きさの礫が検出されることは皆無であり，人為的な痕跡と理解している。よっ

て，第VIC層堆積中には少なくとも 2回の人的活動ができる期間が存在したことが推測される。

第VIb層：総出上点数12点のうち 6点を掲載（残りは細片のため未掲載）している。黒色黒曜石

と安山岩の 2種類が見られるが，チップ類には黒色黒曜石が多い。 19・20区の成果からも，やはり黒

色黒曜石主体の様相がみられる。剥片剥離技術では45の縦長剥片の存在により，典型的な縦長剥片剥

離技術が新たに加わる。 49のような打面転位を繰り返す残核や， 19・20区出土のナイフ形石器など，

下層の石器群と同様の不定形の剥片を剥離する剥離技術も主たるものとして継続されている。
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第3節まとめ
ーはじめに一

前回の報告時（辻田・竹中2003) にも記述したが，今回報告の旧石器時代遺物包含層である第VIb 

~VI f層は非常に硬質の土層であり，発掘に使用したネジリ鎌（草取り）の刃は半日ともたない。し

たがって，多少の微細なチップ類の見逃しはあるかもしれないが，そのせいで19・20区（辻田・竹中

2003) に比べて12区出士の石器の数が少なかったり，第VIC層以下の石器にチップ類が少なかったり

といったことはない。前回の19・20区の調査成果と今回の12区の調査成果には，地形や地質的な要因

で発掘成果に偏りがあるとは考えられず，石器の出土状況は遣跡に埋蔵されている旧石器時代文化層

の様相を同様のレベルで反映していると考えている。

ー火山灰分析の結果から一

12区では 2箇所で火山灰分析（第4章）を行っている。 12区fと12区jである。いずれの地点も士

層の堆積状況は同様で分析結果も同様の結果を得ており，第VIe層において AT火山灰に由来する火

山ガラスのピークが検出されている。第VIf層においても微量ながら AT火山灰に由来する火山ガラ

スが検出されており，第4章自然科学分析では「・・・上方からの攪乱作用などを受けている可能性

も完全には否定できない。石器の層位については，より多くの地点での分析に考古学的な遺物の検討

も加え，総合的に判断されたい。」 (17頁5.考察）と報告されている。今章の検討により第VIf層石

器群については AT下位の石器群として理解しているが，今後もより多くの地点で検証を行わなけれ

ばならないことは言うまでもない。遣物の出土状況から見ると， AT火山灰に由来する火山ガラスの

ピークが存在する第VIe層からはまった＜遺物の出土がなく，人類活動の断絶期として捉えると，第

VI e層堆積時がAT火山灰降灰期となるのが都合の良い解釈となろうか。 12区fと12区jの火山ガラ

ス比ダイヤグラムを見ると，第VIe層をピークとして第VIb層に至るまで， AT火山灰に由来すると

考えられる火山ガラスが検出されている。その畳は上層になるに従い徐々に減少していく。これは AT

火山灰堆積後の土黒西川の作用によって運ばれた二次的な堆積と考えられよう。第3章第 1節でも述

べたが，第VIe層は一連の堆積層の中でも時間的な隔絶期と捉えられる。これに対して第VId~VI b 

層は比較的短時間（時間幅のスケールは判断できないが）の堆積が考えられる（同じく第3章第 1節）。

このことは先に述べた火山ガラス比ダイヤグラムの結果とも符合するのではなかろうか。すなわち，

第VIe層堆積時に降灰した AT火山灰は土黒西川の作用で流失し再堆積するが，当然その量を減少さ

せながらの流失となり，その期間中に第VId~VI b層が堆積した，と考えられないであろうか。士層

堆積状況から見る各層の時期差・時間幅は火山灰分析の結果からも追認できるのではなかろうか。

ー各層石器群の内容と土層の対比一

火山灰分析結果と士層の観察状況から，上記のような結論が考えられよう。ここでは，出土石器か

らはどのような事が言及できるのか考えてみたい。第 5章第2節において各石器群の特徴をまとめて

いる。その結果から，各層石器群において違いが見られる。まず石材について，第VIf層石器群は黒

曜石のみの構成となっているのに対し，第VId層石器群では安山岩が主体。第VIb層石器群では黒曜

石を主体としながらも安山岩系の石器も使用されている。次に器種構成について見ると，第VIf層石

器群は小型の台形石器が主体。第VId層石器群は掻器・削器。第VIb層ではナイフ形石器がそれぞれ

主体となっている。剥片剥離技術については，第VIf層石器群から第VId層石器群まで一様に不定形

剥片を素材とする剥片剥離技術が主体となるが，第VIb層石器群ではそれに縦長剥片剥離技術が追加

される。また，石材を細かく見ると，第VId層石器群の36・37(8頁）と第VIb層石器群の44(11頁）

は石材及び剥片剥離等ほとんど同様のもので， 一見同一母岩資料とも見受けられる。 47(11頁）も同
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様の石材である。第VId層石器群と第VIb層石器群の間には 2時期に渡る礫群が検出された第VIC層

石器群があり，ある程度の時間差があるのは確実であろう。また，第VIb層石器群49(11頁）の残核

は，第VIf層石器群の台形石器・ナイフ形石器の素材剥片を剥離するものとして過不足ない資料であ

り，同一層で検出されれば石核とそこから剥離された剥片石器とすることも可能であろう。このよう

に， 12区出土の石器群は石材・器種構成・剥片剥離技術のそれぞれが相違しながらも密接に結びつい

ている様子がうかがえる。第VIe層は時間的な隔絶期と先述した。このことは火山灰分析結果とも符

合しよう。また，第VIC層石器群には二時期の礫群が存在し，そこにある程度の時間幅が存在しよう。

これらのことから，第VIf層石器群・第VId層石器群・第VIb層石器群の間には時間的な差が確実に

存在しているようだが，剥片剥離技術の断絶や石材選択の極端な変化が発生しうるほどの時期差では

ないと考えられる。特に第VId~VI b層までは火山灰分析結果や土層の特徴などから大きな時間差を

考えることは難しいのではなかろうか。したがって，石原遺跡19・20区及び12区の石器群は AT火山

灰降灰時期を境目としてその前後の石器群の様相を表しているのではなかろうか。もちろん，これま

でにも述べているとおり，狭小な調査面積であり各層石器群の全体の様相が判明しているわけではな

い，ということを念頭においておかねばならないことは言うまでもない。

ー他地域の石器群との対比一

上記の検討において，石原遺跡では AT火山灰降灰時期を境目として比較的時期の近い石器群が検

出されている，ということになる。 AT火山灰降灰前の他地域の石器群と比較を試みたい。何度も述

べたが，狭小な面積の調査であり石器群全体の様相が判明しているとは言い難く，その対比について

も細部にわたるものではないということを最初に申し添えておく。石原遺跡出土の AT火山灰降灰前

石器群（第VIf層石器群）の特徴は大きく 2つ。石材は黒曜石のみ，小型の台形石器が特徴的な器種

構成，となる。近隣地域で同様の事例を探してみると，熊本県小国町耳切遺跡（村崎1999)や熊本県

松橋町曲野遺跡（江本1984) などが上げられよう。黒曜石を主体とした小型の台形石器群が特徴の遺

跡である。また，広島県西ががら遺跡においても石材は異なる（安山岩）ものの小型の台形石器を主

体とした石器群の報告が見られるなど，広範囲において同様の石器群の発見がなされている。前述し

た土層との対比や火山灰分析結果との検討もふくめて，石原遺跡12区第VIf層石器群の位置付けが，

AT下位の石器群と設定するに足るものであろう。第VIf層石器群の台形石器は耳切遺跡や曲野遺跡

のものと比べると丁寧なブランティング加工が施されており， AT下位石器群のなかでもより後出す

るものと捉えられるであろう。

ーおわりに一

石原遺跡では数度にわたる調査において多くの旧石器時代遺物が検出されている。辻田・竹中2003

（第3章）では後期旧石器時代初頭まで遡る可能性のある石器の報告も行っている。また，近隣の国

見町松尾遺跡（辻田2002)や布津町大崎鼻遺跡（上橋2001)でも同様の報告がなされている。しかし

ながら層位的な検出には恵まれておらず，あくまでも石器の形態や石材，風化面などの二次的な要素

にその根拠を負うものであった。石原遺跡や松尾遺跡の圃場整備事業に伴う発掲調査は平成15年度ま

でにすべて終了しており，今後その追認作業を行うことは困難といわざるをえない。しかしながら今

同報告した石器群については，層位的な検出状況に恵まれており， AT火山灰との対比や他地域との

比較など，より広域的な位罹付けが可能な資料である。島原半島では近年，旧石器時代～縄文時代草

創期遺物の層位的検出事例やそれに伴うであろう遺構（ピット）の検出（辻田・竹中2004) も増えて

きている。これまでにも百花台遺跡群の調査（麻生・白石1976, 田川他1988・1994,松藤1994,川道

2004) において多くの旧石器時代文化の成果が見られたが，その範囲を大きく拡大する事例が相次い
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でいる。また，旧石器時代文化層検出の有る無しにかかわらず，雲仙山麓の土層に対する自然科学分

析も盛んに行われ始めている（長岡• 田島1998,古門他2001,土橋2001,遠部他2003,辻田・竹中2003・

2004)。その中では雲仙起源の火山灰や火山噴出物の検出も見られており（辻田・竹中2004, 土橋

2001) AT火山灰などの広域火山灰との併用でより細かな時期区分の設定が行える可能性もあろう。

今回の調査成果の特徴は，遺物の検出された土層がこれまでの島原半島の土層堆積とは大きく異なる

ところにあろう。最も一般的な堆積を示す百花台遺跡群では，第 2層に赤褐色の縄文時代包含層(K-

Ah), 第 3層はやわらかい黒色上（百花台型台形石器），第4層は硬質の通称「カシノミ層Jと呼ば
くれいしばる

れる礫石原火砕流に伴う堆積物，第 5層は黒色土（ナイフ形石器），第6層は硬質の AT火山灰降灰層

準，第 7層は黒色土のいわゆる暗色帯，第8層が分厚い黄色士が堆積し，さらに下層は雲仙普賢岳起

源の角閃石安山岩の礫層となっている。これまでに長崎県教育委員会の調査や同志社大学の調査など

において良好な旧石器時代文化層が検出されている。汎日本列島的にみられるような黒色帯及びその

下の黄色土， K-AhやAT火山灰の検出など広域的な絹年の対比に耐えうることが可能となっている。

これに対し石原遺跡の士層はこれまで述べてきたように非常に短い期間に堆積した土層である。判り

やすく言うと，百花台遺跡群では最下層の第8層から地表面までの 2~3m程の土層の堆積が少な

くとも 3万年はかかっているのに対し，石原遺跡はその半分ほどの堆積であるが， AT降灰時期前後

と非常に短く限られた期間の土層であると言えるであろう。百花台遺跡群では第6層に AT火山灰降

灰期があり，石原遺跡は百花台遺跡第6層堆積時のー地域の一様相を端的に表していると考えられる。

今回，土層の堆積状況や火山灰分析結果との対比，出土石器の内容，他地域との対比などから石原

遺跡の石器群の位置付けをおこなった。全て辻棲が合うような感覚があるが，特に士層堆積などは 1

箇所の調査と分析・検討ではそれが正しい判断となるかは疑問である。土層堆積の状況と火山灰分析

結果の対比については私見の部分が多く， 1つの可能性を示しているに過ぎないであろう。今回のよ

うな調企事例が今後増加し，願わくば同様の結果となることを期待したい。

補足 1-(自然科学分析について）

今回の報告では，縄文時代の土器片が多く検出された17・18区の概要についても掲載する予定であったが，

都合により当該地区の自然科学分析のみの報告となった。 17・18区第4層からは縄文時代中期西唐津式土器

の集中的な出土が見られる。また，西唐津式土器包含層に覆われるように検出された溝状遺構も検出されて

いる。今後報告時に今回の自然科学分析を参考にしていただきたい。また， 13区深堀地点と28区の自然科学

分析についても分析結果だけの掲載となってしまっている。 13区については12区の旧石器時代遺物出土地区

のすぐ南側である。第VIa層や第VIb層は検出されているがその下位は大きく土層堆積が異なっている。砂

礫や粘質土の堆積が重なり，水流によって運ばれた堆積物である。調査区の中でもより土黒西川に近い地点

であり，ほんの少し調査区がずれれば大きく土層の堆積が変わることが判る。 28区については耕作土を除去

すると晩期の包含層が薄く堆積しており，石原遺跡の大部分の調査区に見られる土層の堆積である。しかし

ながら下層はやはり士黒西川の影響を受けた土層堆積となる。 19・20区 ・12区や13区とは土層の堆積が異な

り，同じ河川沿いでも地点が変われば土層堆積が大きく変化する様子が捉えられよう。

第4章自然科学分析の中で，「・・ガラス質岩片については， ATより下位にある・・」 (21頁5.考察）

との記載があるが，このガラス質岩片は島原半島で暗色帯の下位に見られる黄色土の中に包含されている径

2cm程の黒曜石岩片の可能性が高く，人為的に作られた石器の可能性は低いと考えられる。相当層まで達

する深度の調査を行ったが，石器群の検出は見られない。 24頁の写真を見ると当地区は土黒西川に向かって

土層の傾斜が見られる。土層堆積状況から見ると河川の影響を強く受けているようで， 19・20区及び12区に

比べると居住空間としては不適な場所であったであろう。分析者とも検討した結果この場で誤解を招かない

よう報告しておく。以上3地点 (13区・ 17区・ 28区）の自然科学分析に伴う調査区の状況や図面等の掲載に

ついては，今後の報告時に行いたいと考えている。

補足2-(前回報告分の訂正）

辻田・竹中2003において報告した石器群の中で，報告書13頁第13図8の石器（今概報25頁19図8)につい

ては原の辻型台形石器と報告しているが，今回の調査も含めて，素材獲得の段階から原の辻型台形石器の製
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作を意図するような剥片剥離を示す資料は検出されなかった。したがっていわゆる原の辻型台形石器に形は

似ているが，該期の石器とは当てはまらないと考えられる。この場で訂正しておく。

補足 3- (カシノミ層について）

「第5章第3節まとめ」の百花台遺跡群層序説明の中で，第4層に通称「カシノミ層」と呼ばれる硬質の
土層がある。この「カシノミ層」とは，島原半島在住の農業従事者の方々が，畑の耕作の際，非常に硬質で

農作物の育成に適さない土壌のことをそう呼んでいる。国見町周辺において「カシノミ層」と呼ばれている
くれいしばる

土層は，雲仙普賢岳起源の礫石原火砕流に伴う噴出物（長岡・田島1998ほか）とされており，約 1万4千年
前と 1万9千年前の年代が測定されている。百花台遺跡群を中心とする島原半島北側地域に広く分布してお
り，発掘調査においても検出例は多い。この第4層「カシノミ層Jと似た質感の土層が島原半島ではひろく
見られる。百花台遺跡群ではAT降灰層準である第6層である。第4層「カシノミ層Jほど硬質ではないが，
硬くブロック状になり，農作物の育成には適していない。この第6層は島原半島北側から南東側の地域に広
く見られるようである。ここで注目したいのは，長崎県布津町大崎鼻遺跡（土橋2001)の調査成果である。
大崎鼻遺跡は島原半島の南東側，有明海に面して切り立った崖上に位置し標高は13mを測る。縄文時代早
期の遺物が中心に検出されている遺跡である。自然科学分析によれば第 5層において AT火山灰が検出され
ているが，報告ではこの層が通称「カシノミ層Jとされている。百花台遺跡群の「カシノミ層」とは明らか
に異なる。国見町での調査の中で，百花台遺跡群の第4層「カシノミ層」と第 6層 (AT降灰層準）が重層
関係で検出されないケースもある。この場合一見しただけでは第4層なのか第6層なのか判断できない場合

が多い。これまでの百花台遺跡群の多くの調査報告によれば，第4層「カシノミ層」と第6層 (AT降灰層
準）は概ね重層関係で検出されており，第4層が「カシノミ層」と認識されている。しかしながら，どちら

か一方が欠落している場合は，地元の方々にすればどちらでも「カシノミ層」と呼んでいるのであろう。布

津町大崎鼻遺跡でも地元では第 5層 (AT検出層）が「カシノミ層Jと呼ばれており，それをそのまま我々
が調査の際，あるいは報告の際に使用してしまっているのが現実であろう。先述したが百花台遺跡群での「カ

くれいしばる

シノミ層」は，雲仙起源「礫石原火砕流堆積物」で年代測定値も公表されている指標となる「鍵層Jである。
また，島原半島南東地区大崎鼻遺跡周辺で「カシノミ層Jと呼んでいる土層は広域テフラ ATを含んだ同じ
く「鍵層」である。しかしながら現状では 2枚の異なる土層を同じように「カシノミ層」と呼んでいる場合
もある。今後島原半島の旧石器時代調査が進むにつれこの2枚の「鍵層」はますます重要度を増すのは確実
であろう。混同を避けるため「カシノミ層Jとの記載は今後十分に注意・検討する必要がある。これまで漠
然と「カシノミ層」と言及してきたことを反省したい。
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図版2
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12区m調査風景（第'i1Ib層） 12区K北西隅石器（第15図49)
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12区h・SKOl完掘と東側土層
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図版3
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12区m第VIC層礫群（南より：第12図アミなし）
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図版4
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12区m第VIc層礫群（第12図アミかけ） 12区m第VIb層遺物

12区 I(エル）第VId層遺物（第11図36)

へ...會● と 、ヽ

12区 j完掘状況
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第VIf層遺物 (1/ 1 : 本文 6頁）
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第VId層遺物 (1/ 1 : 本文 8頁）
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図版6
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第VIc層遺物 (1/ 1 : 本文 9頁）
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第VIb層遺物 (1/ 1 : 本文11頁）

SKOl出土石器 (1/ 1 a,c I) 
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所収遺跡名 種 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

石原遺跡 遺物包含地 旧石器時代 ．礫群・土坑 ・ナイフ形石器 ・AT直下の石器群
・Pit ・台形石器 ・重層する石器群の

・残核 検出

石原遺跡12区は遺跡西側を流れる土黒西川のほとりに立地する。調査の結果4層
に細分された旧石器時代遺物包含層が検出されている。各層石器群はそれぞれに特
徴的な様相を見せ，分布の状況からいずれも時期差が伺える。特に最下層の石器群
である第VIf層石器群は直上を AT火山灰降灰層準と考えられる第VIe層に覆われ
ており， AT下位の石器群として理解される。この第VIf層石器群は小型の台形石
器を主体とする石器群で，近隣では熊本県耳切遺跡や熊本県曲野遺跡などと類似点
が見られ，島原半島における当該時期の指標となりうる資料である。また，報告済

要 約 み（辻田・竹中2003)の19・20区出土石器は12区と隣接しており，最上層の石器群
である第VIb層石器群と同時期のものと理解できる。第VIb層石器群からは多くの
トゥールやチップ類が検出されており，また石核の検出もあることから， 当地で石
器の製作から使用まで行なっていた状況を垣間見ることができる。
4層に細分された石器群はそれぞれに異なる特徴を見せるが，使用石材や剥片剥
離技術には共通点も見られるなど，それほど大きな時期差を想定することができな
い。 AT火山灰降灰時期を境に比較的狭い時間幅の石器群の変遷が捉えられている
ものと考えられる。
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